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研究成果の概要（和文）：本研究はベルリン・モダニズム建築のルーツを19世紀初期の建築家K.F.シンケルの新古典主
義・ロマン主義に求め、各種スケッチ、図面資料の発掘と分析、建築史学的再評価をなし、20世紀初期ベルリン・モダ
ニズムの表現主義、構成主義の建築作品との比較分析研究を行い、かつ19世紀中・後期も含めて記念堂、骨組構造、分
散的構成の三点における系譜に整理し、ベルリン・モダニズム建築形成過程を明らかにした。

研究成果の概要（英文）：This research work has, on the assumption that the root of the Berlin Modernism 
Architecture is in the Neo-Classicism and Romanticism of the early 19th century architect Karl Friedrich 
Schinkel, rediscovered, analyzed and reevaluated architectural historically some kinds of sketches and 
drawings, practiced the comparative analysis with the architectural works of Expressionism and 
Constructivism in the early 20th century Berlin Modernism, and clarified the formation process of Berlin 
Modernism Architecture including the mid and late 19th century through pointing out the three genealogies 
of the memorial hall, the frame work and the dissipative composition.

研究分野：建築歴史・意匠

キーワード： ベルリン　モダニズム　カール・フリードリヒ・シンケル　ロマン主義　新古典主義　ブルーノ・タウ
ト　近代建築史
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１．研究開始当初の背景 
 

1910～30 年代に次第に形成されたモダニ
ズム建築は、第二次世界大戦後の復興期に幅
広く支持された後、1970 年頃のポスト・モ
ダンの時期に厳しい批判を受けたが、その後、
改めて一定の安定した評価を回復するに至
った。21 世紀に入って、20 世紀モダニズム
建築は歴史的な存在となり、改めてその歴史
的な意義を問い直す時期に来たと言える。方
向性の見えない現代建築界がどのように今
後、展開していくのかを考える上でも、20
世紀モダニズム建築を改めて客観的、批判的
な目で吟味し、その到達点がどのようなもの
だったかを再定義することは、近代建築史学
の重要な仕事の一つである。 
その際に、とりわけベルリンとその周辺を
舞台にしたモダニズムの形成は、その波及効
果を見ても重要な検証対象となる。そこでは
新古典主義の傾向を示したP.ベーレンスを介
してW.グロピウス、ミース・ファン・デル・
ローエ、A.マイアーらが登場し、またH.ヴァ
ン・ド・ヴェルドのユーゲントシュティルに
続くように、B.タウトと M.タウト、H.ヘー
リンク、H.シャロウン、E.メンデルゾーンら
の表現主義建築家たちの群が現れ出た。そこ
ではユートピア志向の多様な広がりが見ら
れたが、1920 年代半ばにモダニズム建築は
新即物主義へと傾斜し、デッサウ・バウハウ
スに象徴されるような機能的合理性、幾何学
的形態を特徴としつつ自由で分散的な空間
デザイン方法に到達し、後の時代に決定的な
影響を及ぼすこととなった。しかし、そのベ
ルリンを中心とした動向が 1910 年代にどの
ようにして、またいかなる背景をもって始ま
るのかは、一般にあまり注目されてこなかっ
た。今日、モダニズム建築を再評価する上で、
1910～20 年頃の、モダニズム形成過程の再
吟味は重要であると考える。 
 
２．研究の目的 
 
当研究者はドイツ・モダニズム、その一世
紀前のドイツ新古典主義の研究を継続して
行ってきたが、このベルリン・モダニズム建
築形成において、新古典主義、具体的には建
築家 K.F.シンケルが築いていたベルリンに
おける建築思想が大きな影を落としていた
と考えている。モダニズムとは伝統を否定す
る姿勢であるが、シンケルが 19 世紀初期に
示した改革精神が、その建築作品や建築活動
に表れ出ており、また建築思想の基盤を築い
ており、それが継承、発展せられて 20 世紀
初期のベルリン・モダニズムを導き出したと
想定できる。つまり、20世紀モダニズム建築
を改めてより永い時間軸の上に位置づける
ことによって、その本来の意義が見えてくる。
戦後期のモダニズム礼賛、ポスト・モダン期
のモダニズム批判は、いずれも近視眼的であ
り、むしろ 18 世紀中頃の新古典主義興隆期

に始まるとされる近代という時代枠の中で、
構造的に起こっていた変化の過程を直視す
ることにより、モダニズム建築の本来の意義
がより明らかに浮かび上がると考える。 
近代において様式的な観点で見れば、新古
典主義と、ここで言う 20 世紀モダニズムは
二つの波頭をなしてきており、現代は第三の
波頭に向かっている時期のように、当研究者
は考えており、20世紀モダニズム形成過程の
構造的な解明は現代から近未来にかけての
建築デザインを議論する上でも不可欠であ
ると考えている。 
具体的にはベルリン・モダニズムにおける
以下のような二傾向に焦点を当てつつ個別
の研究テーマをつくっていく。 
一方は、表現主義建築家たちの多くがゴシ
ック様式を抽象化するデザインに取り組ん
だところに見られるような、形態言語の統合
と集中化の傾向である。B.タウトの著書『都
市の冠』（1919）にはシンケルの「解放戦争
記念堂」案が取り上げられており、それがタ
ウトの冠建築の発案と、具体的なユートピア
的「水晶館」の提案へと続く。ゴシック大聖
堂を中心的な象徴とする発想は、直接にグロ
ピウスに影響し、初期バウハウスの表現主義
的な時期を導き出す。またそれは、他の建築
家たちのユートピア構想の交流（「ガラスの
鎖」）へと展開する。ここでは、そのような、
建築家集団の意識を集中させる象徴として
のゴシック大聖堂モデルの、シンケルからの
継承過程に着目する。 
他方は、やがてインターナショナル・スタ
イルという名のもとに普遍的な建築形式と
なる、分散的な空間構成方法の出現である。
シンケルがポツダムに建築した宮廷別荘建
築群（ベーレンスが事務所員だったグロピウ
ス、ミースらをよく連れて行ったことが知ら
れている）は、19世紀前期におけるひとつの
重要な到達点であり、ミース、グロピウス等
の 20 世紀モダニズム建築に影響していたと
指摘する評論はこれまでにもあるが（例えば、
Ph.ジョンソンによるもの）、その造形的な意
味を理論的に、また精細な形態分析を通して
明らかにしたものはない。それはモダニズム
建築の造形の基盤となる空間構成、量塊構成、
形態秩序といった基本的なヴォキャブラリ
ーの形成に重要な意義をなした。 
このような二傾向を視野において、当研究
者の永年の研究蓄積をもとにした総合的観
点に立って、ベルリン・モダニズム建築の形
成過程の再定義を試みる。 
 
３．研究の方法 
 
 本研究は概ね１９世紀初期から２０世紀
初期の約百年間の間における建築作品の変
遷に着目し、その建築形態の基本的な造形原
理を抽象的に捉えて分析するものである。し
たがって、まずはこの間の建築史について、
一定の概括的な知識を必要とするが、それは



筆者が永年にわたって蓄積してきた建築史
学の知識をベースとした。造形原理の問題に
関しては、歴史的また現代的な建築デザイン
理論における知見と議論をベースとした。そ
の上で、モダニズム建築形成過程について議
論すべき問題点を抽出し、個別の具体的な分
析テーマとして据えた。そして、個々の分析
テーマについて、手持ちの研究資料や文献に
加えて近年の新しい資料、文献を収集し、情
報を整理した。それらについて論証の必要に
応じてさらに建築作品を抽出し、また資料の
収集を図った。 
 各建築作品について、文献等を通して図面
資料等の収集を行い、事前に問題点を分析、
整理した。その上で個別建築作品について必
要な現地調査を実施した。現地調査としては
建築作品の概要の把握、必要な場合は内部の
視察を実施した。現地においては、建築設計
図面等をノートパソコンに表示した画像デ
ータと対照させつつ詳細な点の確認を行い、
建築作品の必要箇所を撮影し、詳細な検討の
ためにデジタル資料化した。現地調査は予算
等の関係から各年で１０日前後とし、集中的
にできるだけ多くの建築作品に当たった。ま
た当地の図書館、資料館で資料調査を実施し、
特に図面等の収集に務めたが、近年は図面資
料等がＷｅｂ上に公開されている場合もあ
り、国内で事前にある程度吟味できる場合も
あった。 
 
４．研究成果 
 
 当初、上述のように二つの傾向に着目し、
分析作業を進めたが、それらは最終的に、以
下のように、記念堂建築、骨組構造、分散的
構成の三つのテーマに整理し直し、それぞれ
について 19世紀初期から 20世紀初期に至る
過程を系譜として具体的に整理し、研究成果
とした。 
 
(1) 記念堂建築の系譜 
① 19 世紀初期の記念堂建築構想 
 近代の記念堂建築のルーツはナポレオン
の支配を排除するべく起こされた戦争の勝
利を記念するべく、シンケルが描いた「解放
戦争記念堂」案に見ることができる。彼が試
案を描いたラフなスケッチが知られている
が、形態分析的には深く解釈されずにきた。
それはゴシック様式を基調としていたが、建
築造形的には近代デザインに通じる独創的
なアイデアとして解釈できた。 
 外形のデザインにおいてはドイツ民族の
アイデンティティを表すものとしてのゴシ
ック様式が用いられたが、特に全体にピラミ
ッド型として多数の小尖塔を張り付けるも
のに特徴があった。そこには基本形態におい
て象徴的なデザインとする近代的な造形心
理表現が見出された。特に小尖塔群円錐型案
の建築形態は 19 世紀中・後期から 20 世紀初
期の表現主義期にかけて多様な影響を残す

ものであることが明らかとなった。また、古
代エジプト風の下層部、古典古代の神殿風の
中層部、ゴシック尖塔風の上層部という様式
複合的なデザインに観念論哲学を背景とす
る近代的な理論的建築デザインの萌芽を見
出せた。 
 内部空間については、尖頭ドーム型で採光
による空間演出をなす、バロック教会堂から
の影響があるスケッチを見出すことができ
たが、これもまたその後に影響を残したこと
が明らかとなった。またゴシック様式の複雑
な細部装飾は、植物的表現となり、また霊的
な幻想性を伴うこととなり、そこに宗教的表
現から近代的なロマン主義的精神表現へと
いう変化が認められた。 
 
②１９世紀中・後期の記念堂建築 
 19 世紀的近代社会理念である民族主義は
ゴシック様式に象徴され、ドイツではケルン
大聖堂の完成事業へと進行し、シンケルもそ
れに関与した。また、ベルリン大聖堂改築の
運動においては、前述した小尖塔群円錐型案
の基本形態を大規模化したイメージも展開
された。B.シュミッツによる「諸国民会戦記
念碑」は折衷主義かつネオ・バロック様式に
よる集中式記念堂であるが、その基本形態は
F.ジリーやシンケルからの系譜上にあるこ
とを確認することができた。それはユーゲン
トシュティルにも通じて 20 世紀的近代デザ
インへの転換点と位置づけできるが、そこに
シンケルからの系譜を見出せたことは重要
な点である。 
 
③表現主義期の記念堂型建築 
 「諸国民会戦記念碑」と M.ベルクによる「百
周年記念ホール」の形態構造的な比較論から、
20 世紀への転換が具体的に明らかとなる。す
なわち集中式記念堂は集会ホールへと転換
され、共同体社会の新しい象徴表現媒体とな
ったことが確認できる。 
 ベルクと H.ペルツィヒの間の影響関係に
着目するところから、独創的な表現主義建築
家とされたペルツィヒに、シンケル以来の集
中式記念堂建築イメージの系譜を確認する
ことができた。よく知られるポーゼンの「給
水塔」にはシンケルの小尖塔群円錐型案の外
形からの系譜が確認でき、また「ベルリン大
劇場」、「ザルツブルク祝典祭会館」にはそれ
が集会ホール建築へと翻案されたものの系
譜上に解釈することができた。 
 B.タウトの「鉄鋼館」、「ガラスの家」、『ア
ルプス建築』等のユートピア建築構想におけ
る「水晶館」へと続く集中式建築イメージが
その延長上にあり、さらにシンケルのゴシッ
ク様式の有機的建築思想も継承され、進化の
過程が見出せる。「水晶館」等のユートピア
建築案は今日のデジタル技術による設計手
法による形態解釈にも耐えるほどの、先駆的
内容を持つものであることも確認できた。そ
して彼の影響下に現れた若手の表現主義建



築家たちは、それをさらに多様化させたが、
特に H.シャロウンは 20 世紀後半までその進
化を模索した。 
 
(2) 骨組構造の系譜 
①シンケルの建築作品に見られる骨組構
造 
 シンケルは宮廷別荘建築群において、イタ
リアで見たパーゴラに想を得て、多様なパー
ゴラ型構造物を設計した。これらは F.ジリー
の新古典主義的な骨組構造原理の延長上に
解釈でき、さらに本研究は抽象的な近代デザ
インのルーツとなっていたことを明らかに
した。シンケルのパーゴラは四阿型、柱廊型、
覆い屋根型等に整理できたが、各々が 20 世
紀モダニズム建築における抽象形態へと展
開する基本形となったと解釈できた。またシ
ンケルのガラス建築、木造温室建築「パルメ
ンハウス」に着目することにより、ガラス箱
型の建築形態類型を見出し、それは 20 世紀
への系譜上に注目すべきものと確認できた。 
そもそも主として煉瓦造で発達してきた
ヨーロッパ建築において、木造骨組構造は補
助的であったが、20 世紀において一気に骨組
構造が主要構造として自立し、ガラス箱型建
築を登場させるが、その背景にパーゴラ型構
造物を介在させることにより、近代建築像形
成におけるひとつの筋道を見出すことがで
きた。 
 
②１９世紀中・後期における骨組構造 
 F.A.シュテューラー、L.ペルジウス、J.H.
シュトラック等のシンケル派の建築家たち
はポツダムを中心に展開する住宅建築、庭園
施設等の建築群において、パーゴラ型構造物
を広く普及させた。他方でシンケルの影響下
に鉄骨造の温室建築の系譜も見出された。パ
ーゴラの骨組構造の原理は抽象的な建築形
式として定着していき、鉄骨造、ガラス箱型
建築と合成され、19 世紀後期の駅舎や百貨店
建築のデザインに影響していった。 
 
③２０世紀における骨組構造 
 20 世紀初頭のベーレンスによる 20 世紀型
新古典主義はシンケルの建築形態観を再生
させたが、そこには様式的な造形の背後に抽
象的な建築論理の洗練を見出すことができ
た。それはパーゴラ型構造物の進化と解釈す
ることにより、従来の古代神殿の参照による
解釈以上に、より幅広い抽象的形式論理の系
譜を見出すことができた。 
 その観点でペルツィヒの「給水塔」、「水力
粉挽き所」案における鉄骨骨組＋ガラス壁面
を再発見することになった。そこに表層的な
建築表現を裏打ちする補助的支持としての
骨組構造が自立していく様が確認できた。そ
れを介して「AEG タービン工場」からグロピ
ウスの「ファグス靴型工場」、「ドイツ工作連
盟ケルン展モデル事務所・工場」への展開を
解釈し直すことにより、骨組構造美学が形成

される過程が改めて明らかにできた。これら
の鉄骨骨組＋ガラス壁面の構造体が、シンケ
ルの「パルメンハウス」にも共通する、非対
称構成のパーゴラ型をなしたことへの再認
識は、本研究の成果である。その上で、グロ
ピウスは「デッサウ・バウハウス校舎」、「ド
イツ工作連盟ヴァイセンホーフ展住宅」で自
立するガラス箱型の建築像を開拓すること
になる。 
 他方、ミースはベーレンスの古典主義的な
様式傾向から影響を受け、パーゴラをモチー
フとして継承したが、その延長上に「トゥー
ゲントハット邸」、「バルセロナ万博ドイツ
館」の鉄骨によるパーゴラ型骨組構造の自立
過程を見出すことができた。さらに 20 世紀
後半の建築作品である「ノイエ・ナツィオナ
ールガレリー」にはシンケルの覆い屋根型パ
ーゴラからの系譜を見出すことができ、強い
系譜の存在が確認された。 
 
(3) 分散的形態構成の系譜 
①シンケルのピクチュアレスク的建築構
成 
 シンケルはロマン主義絵画の影響を受け、
とりわけ C.D.フリードリヒの絵画から風景
構成や廃墟建築の分散的な形態構成の手法
を吸収していたことを具体的に確認した。彼
による、新古典主義の秩序感に対抗するロマ
ン主義の人間的な感覚の再発見は、近代デザ
インのひとつの重要な局面を示すものだっ
た。 
 シンケルの「グリーニケ宮」、「ローマ浴場
群」の宮廷別荘建築は時間的、空間的に多様
な建築要素を混成させる複合体をなすが、そ
れはロマン主義絵画に由来する分散的形態
構成手法を基盤とするピクチュアレスク的
な建築構成であったことを指摘した。「グリ
ーニケ宮」は既存建築物の大幅な改造、増築
を経、かつ遺物の装飾を加え、パーゴラ型構
造物群によって統合し、「ローマ浴場群」は
イタリアの農家、古代神殿、浴場建築、付属
建築群を水面のある風景式庭園と組み合わ
せ、それぞれ多様性を含んで不整形ながら、
個性的なピクチュアレスク的構成としてあ
った。 
 シンケルはベルリン都心部の、「アルテ
ス・ムゼウム」、「建築アカデミー館」等の新
築を通して、シュプレー川支流北部の一帯の
整備をなしつつピクチュアレスク的な都市
景観デザインを行った。それらはロマン主義
絵画の能力を発揮して各建築作品の透視図
を作成し、出版することを通して広く啓蒙さ
れた。 
 
②１９世紀中・後期のピクチュアレスク的
形態構成 
 シンケル派の建築家たちはシンケルの分
散的形態構成のピクチュアレスク的な建築
デザインを、別荘建築のみならず、幅広く多
様な建築物へと展開させた。サンスーシ庭園



内のシュテューラーによる「フリーデンスキ
ルヘ」にその典型を見ることができた。また、
ベルリン大聖堂の改築の試みが続いた 19 世
紀中・後期においては、教会堂の尖塔、水際
のデザインによって、都心景観を壮大なピク
チュアレスク的景観に転換させようとする
構想が展開された。産業革命を経てエネルギ
ッシュに大都市化する趨勢の中で、この時代
のベルリンでは統一的な都市景観は望むべ
くもなく、都市計画の次元でもピクチュアレ
スク的な景観デザインの感覚が定着する。 
 
③２０世紀の表現主義と構成主義 
 20 世紀初期において B.タウトは著書『都
市の冠』において、集中式の都市デザインを
提案するが、すぐさま自ら自己批判を通して
著書『都市の解体』の分散的都市論へと転換
するが、そこにはシンケル等のロマン主義的
な美意識が影響していたことを確認した。ド
イツ・ロマン主義からドイツ表現主義へとい
う系譜は近代的感性の進化の系譜として解
釈することができた。タウトの『アルプス建
築』のユートピア的国土景観像、『宇宙建築
士』の有機的建築・都市像はそのような大き
な歴史軸の上に現れたものである。 
 多様な形態要素を統合し、分散的形態構成
をなすピクチュアレスク的な手法は、他の表
現主義期の建築家たちにも見られ、メンデル
ゾーンの「アインシュタイン塔」、グロピウ
スの「三月革命記念碑」から「デッサウ・バ
ウハウス校舎」において、またミースの煉瓦
造、コンクリート造の構成主義的な田園住宅
案等も、その解釈が適用できることを論証し
た。比較的に歴史的系譜が指摘されてこなか
った構成主義の建築デザイン手法のも、ロマ
ン主義からの底流が見出せることが確認さ
れた。 
 分散的構成を美意識の上で定立させた構
成主義の形態構成は都市デザインやジード
ルンクにおいても展開した。B.タウトが『都
市の解体』で提示した表現主義的で有機主義
的な田園都市像は、同じく表現主義のシャロ
ウンによる「ブレスラウ工作連盟ジードルン
ク」においてピクチュアレスク的な構成へと
進む。ミースの「アレクサンダー広場改造計
画」設計競技案は新即物主義、機能主義の合
理主義精神を提示したが、そこにもピクチュ
アレスク的構成からの系譜が見出せる。 
 
(4) 総括 
 
以上のような建築形態特性に見出される
三つのテーマについて、19～20 世紀における
ベルリンとその関連の建築作品の系譜を辿
ることができ、それらはいずれもベルリン・
モダニズム建築の形成に関わっていた。記念
堂建築の集中式の統一感、骨組構造の規律あ
る秩序感、ピクチュアレスク的な分散的形態
構成手法の安定感は、相互に相容れないよう
にも見えるが、それらが絡み合って建築デザ

イン方法の世界を形づくり、次第に変化する
歴史を形成していたという構図を見出すこ
とができた。 
 そこにはしばしば語られるプロイセン的
精神が影響していたが、近代化の改革精神に
よって突き動かされる普遍的な人間的活動
として捉えることができる。18 世紀後期～19
世紀初期の、言語によるドイツ観念論哲学の
形成と、この建築デザインにおける世界観の
形成は軌を一にするもののように思われる。
建築形態構成を舞台に新しい建築哲学が育
まれたと言えよう。 
 時間経過を見る時、新古典主義がヨーロッ
パを席巻する中、19 世紀初頭のナポレオン戦
争の後にロマン主義的建築論が浮上してお
り、その影響は 19 世紀を彩るが、しばらく
はいわば弛緩期にあった。そして 20 世紀初
期の第一次世界大戦の後、改めて新古典主義
的傾向が現れる中、新しいロマン主義として
の表現主義の建築論が激しい揺籃をもって
形成される。そこには明らかに建築形態特性
を舞台に歴史的経過の波が形づくられてい
る。時間軸に見ると断続する系譜が見られ、
浮沈の現象があることになるが、建築造形心
理における時空間的なうごめきがそこには
あった。 
 ベルリン・モダニズム建築については、主
に 20 世紀初期における機能主義の合理主義
建築の形成とその後の世界的影響が語られ
てきたが、このように、その背景となる時代
に独特の生態的な現象のように、建築デザイ
ンを巡る歴史があったことがここで再認識
された。つまり歴史学的観点からは、ベルリ
ン・モダニズム建築は、近世が終わり、近代
が始まって以来、動揺を伴いつつ意志を持っ
て運動を形成した建築家たちの営みから生
み出されたものと言うことができる。ベルリ
ン・モダニズム建築を再定義する際には、シ
ンケルに始まり、約百年余の時間経過を通し
て、また多面的な建築形態特性を提示しつつ、
20 世紀初期に再活性化されて現れた総合的
な建築現象として、それを理解しておかなけ
ればならないこととなる。 
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